
令和 5 年度実証実験サポート事業 課題提案票 

 

テーマ 21 中学生の部活動における指導者等の確保について（袋井市） 

 

１． 解決したい課題の内容 

・中学校等における部活動は、生徒のスポーツ等に親しむ機会を確保するにあたり、大

きな役割を担ってきた。しかし近年少子化が深刻化する中、休日を含めた部活動の指

導や大会への引率、運営への参画が教員にとって大きな負担となっていることが指摘

されている。 

・こうした状況を踏まえ、国では、公立中学の部活動を外部に委託する「地域移行」に

ついて令和 5 年度から令和 7 年度を「改革推進期間」として、学校部活の適正な運営

や効率的・効果的な活動の在り方について必要な対応を示した。 

・袋井市でもこのような流れを踏まえて、庁内に「魅力ある部活動推進室」を設置し、

持続可能な部活動の運営体制整備について検討を始めている。 

・検討を進める中で、今後、部活動が地域に移行されてくると、受け皿となる団体や指

導者の確保が必要となることが明らかとなった。 

・しかし現在、同市には、袋井市スポーツ協会競技部やスポーツ少年団はあるものの、

それらの団体は担い手が会社員であることが多く、平日日中に対応できる時間がない

ことや運営ノウハウがないことから部活動の受け皿となることは難しい状況である。

また、指導者についても、現在、人財バンクなどの一覧もなく、地域指導員の派遣を

行う際には、市内のスポーツ協会や競技団体等に当たっているほか、保護者や地域住

民が過去の経験を活かしボランティア等で実施している状況である。 

 

２．実現したい目標について 

・部活動が将来にわたり持続可能な実施体制の構築 

（人材リストは公開されているが、ボランティアのような仕組みのため、持続的な取り

組みに繋げたい） 

・部活動の地域移行 

 

３．必要とする技術について 

 ・マッチングシステム、プラットフォーム 

 

４．想定する実証実験（内容・希望時期等）について 

 希望想定時期は特になし。 

以下を想定するがこれにこだわらない。 



・市内中学校などと連携して、システム・マッチングを検証する 

 

５．課題に関連する事業のホームページ URL 

・袋井市「袋井市人材リスト「まなぶっくあそぶっく 2019」」 

https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/soshiki/27/1/dantaijoho/1422535163910.html 

・袋井市教育委員会「袋井市立中学校部活動ガイドライン」 

https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/material/files/group/81/bukatsu_gide.pdf 


